
作成日 平成 22 年 4 月 12　　日

【目標達成計画】
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注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

3ヶ月

現状における
問題点、課題

身体拘束についてのマ
ニュアルはあるが活用出
来てなく、スタッフ間で
身体拘束についての意識
付けも出来ていない。

職員間でひやりハット報
告書の確認は行えている
が、対策について職員全
体での話し合いが行えて

いない。

身体拘束委員会を発足し
定期的な勉強会・検討会

を行う。

グループホームの共有理
念は作っているが職員や
管理者の変更もあり全職
員理念の意識付けや確認

が行えてない。

ひやりハット報告書の改
善・対策ついて話し合う
場を作り、職員間周知徹

底する。

毎月行うグループホーム
会議でひやりハット対策
について話し合い周知徹

底する。

職員全員理念の共有が出
来、実践できるようにす

る。

会議等でスタッフ全員、
新たに介護に対する理念
作りをする。同じ目標を
持ちより良い介護の実践

に繋げる。

6ヶ月

スタッフ全員身体拘束を
しないケアの意識付けを
行ない、より良いケアに

繋げる。

6ヶ月
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　事業所名　くまもとケアセンターそよ風


